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利
子
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形
成
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・
・
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田
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教
事
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皐
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て
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目
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・
・
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探
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士
松
岡
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メ
リ
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経
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費
達
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移
民
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消
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年
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階
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騒
擾
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経
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黒
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巌

奮
汲
統
計
思
一
ゐ
一
著
作
・
・
・
・
・
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・
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経
済
皐
士
増
川
虎
三

日
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都
市
年
鑑
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護
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湾
撃
博
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汐
見
三
郎
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剛

銘
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日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む

汐

見

良日

第

人
目
の
都
市
集
中

我
園
に
於
て
行
は
れ
た
る
三
回
の
闘
勢
調
賓
の
結
果
に
よ
り

最
近
十
五
年
間
に
わ
た
る
市
部
と
郡
部
と
の
人
口
の
分
布
状
態

を
見
る
と
、
大
正
九
年
十
月
一
日
と
大
E
十
四
年
十
月
一
日
と

昭
和
五
年
十
月
一
日
と
に
於
て
、
突
の
如
き
数
字
を
示
し
て
ゐ

第
三
十
二
巻

7
h
バ
ヘ
問

第

";})r 

O 

る
の
で
あ
る
。

会人 ! 
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郡

大
正
九
年

合

害j

大
正
十
四
年

七
人
・
四

(

%

)

 

昭

和

五

年

七
六
・

o-

以
上
=
一
回
の
調
査
を
比
較
す
る
に
、
郡
部
の
人
口
の
割
合
に

比
し
市
部
の
人
口
の
増
し
っ
と
の
る
事
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る

事
貧
で
あ
る
。
市
部
の
人
口
の
中
で
特
に
人
口
二
十
高
を
超
ゆ

ゐ
大
都
市
に
つ
い
て
見
る
と
‘
大
都
市
人
口
が
線
人
口
中
に
占

む
る
割
合
は
、
我
園
(
一
九
三

O
年
)
に
於
て
は
一
七
・
=
一
%
に

し
て
、
英
吉
利
ご
九
二
一
年
)
の
三
八
・
九
%
、
北
米
合
衆
図

二
九
二

O
年
)
の
二
五
・
九
%
、
濁
逸
二
九
二
五
年
)
の
二
九
・

内閣統計局;昭和五年国勢調査法報〈世帯及人口)1) 



四
%
に
は
劣
っ
て
ゐ
る
が
、
悌
蘭
西
(
一
九
二
六
年
)
の
一
五

五
%
、
伊
太
利
二
九
一
一
一
年
)
の
一
三
・
八
%
よ
り
は
優
っ
て

ゐ
る
。夏

に
注
意
す
べ
き
は
董
間
人
口
の
問
題
で
あ
る
。
東
京
市
は

中
心
地
域
に
つ
き
董
間
人
口
の
調
査
を
行
ひ
、
昭
和
四
年
十
二

月
五
日
午
前
十
一
時
現
在
に
於
て
一
六
九
、
二
六
二
人
と
云
ふ

人
口
数
争
算
出
し
て
ゐ
る
。
大
正
十
四
年
十
月
一
日
午
前
一
時

に
於
け
る
同
地
域
の
閣
勢
調
夜
じ
よ
る
人
口
六
八
、
ご
九
八
人

に
比
し
約
二
倍
宇
に
上
っ
て
ゐ
る
。
街
、
重
間
人
口
の
年
齢
別

構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

園
勢
調
査
の
結
果
は
深
夜
に
於
け
る
現
在
人
口
に
し
て
人
口

老生幼

計 年 年齢産 少年

期f目、、 期期
六 F一ヘ零〆「

歳O 六1 ー
以ハ亙

去長き
一一

3書人星
六 五一
九 =一=一一一、、 喝、、
三三 三三豆玉三三

六一六四
七七九

一一
O 九 割合lむ-0 七九一八 I~ど、

六五九

日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む

の
静
止
欣
態
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
剥
し
人
口
の
活
動
せ
る

姿
守
現
は
し
て
ゐ
る
の
が
書
一
間
人
口
で
あ
る
。
東
京
市
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
東
京
市
の
中
央
部
に
て
は
塁
間
の
人
口
は
夜
間
の

そ
れ
よ
り
も
多
く
、
而
も
査
問
人
口
の
大
部
分
は
「
働
き
盛
り

の
人
々
」
で
あ
る
。
も
し
東
京
市
の
中
央
部
の
事
情
が
、
程
度

の
差
・
』
そ
あ
れ
全
図
各
都
市
に
通
用
し
得
る
も
の
と
せ
ば
、
萱

閉
め
祈
動
時
聞
に
於

τは
闘
勢
調
査
の
一
不
す
一
所
よ
り
も
以
上
に

一四局
y
y
〈
の
一
生
一
応
年
齢
明
」
の
人
日
が
郡
部
よ
り
市
部
に
集
中

し
て
ゐ
る
と
云
・
山
事
が
出
来
る
。

要
す
る
に
、
人
口
の
都
市
集
中
の
趨
勢
は
近
代
文
明
諸
園
を

彩
る
著
し
き
特
色
で
あ
る
が
、
我
闘
も
共
例
に
洩
れ
な
い
の
で

あ
る
。

第
二

各
種
の
都
市
年
鑑

近
代
文
明
諸
園
に
於
て
は
、
軍
に
人
口
が
都
市
に
集
中
し
て

ゐ
る
と
云
ふ
に
止
ま
ら
歩
、
枇
舎
活
動
の
凡
て
の
中
心
が
都
市

に
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
都
市
の
研
究
を
除
い
て
は

現
代
一
位
曾
巻
理
解
し
得
な
い
事
と
な
る
。
こ
れ
各
都
市
そ
れ

ん
¥
の
定
期
刊
行
物
が
、
必
要
な
る
所
以
で
あ
る
が
、
更
に
進

第
三
十
二
巻
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八
五
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日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む

ん
で
各
都
市
に
逼
じ
た
統
一
的
の
都
市
年
鑑
を
要
求
す
る
課
で

あ
る
。
か
の
図
際
統
計
協
曾
(
円
。

B
2
P
5
2
8門
号
戸
、

r
a
E
F宣
言
E
C口
同
一
色

o
m
Z円
E
E
5
)
が
千
九
百
二
十
七
年

以
来

2
戸

Z百
四
回
田
町
市
∞
何
回
広
明
円

Z
E巾
〔
山
内
山
加
の
戸

Z
L
2
5
=
a

ぞ
定
期
に
刊
行
し
て
ゐ
る
が
畑
き
は
、
全
く
此
等
の
要
求
に
慮

じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
闘
際
統
計
協
曾
め
刊
行
物
は
闘
際
的
の
も
の
で
あ
る
が

夏
に
各
闘
は
そ
れ
ん
¥
都
市
に
闘
す
る
統
一
的
の
統
計
書
及
ぴ

年
報
蓄
を
公
け
に
し
て
ゐ
る
。
濁
逸
の

2
2
F
め
創
刊
に
か

、
ゐMUSZ田

Z
5
7
2
]
P
F号
E
円
r
L
g
z円
一
】
巾
『
∞

s-一
ぢ
(
〈
弓

rEM《-

L
2
L
E
M
g
n
F
Oロ
∞
忌
品
古
田
円
丘
町

z
r
o
ユ

を
始
め
と
し
て
、
英
吉
利
に
は

叶
}
】
命
冨

E
E
-
-
F出円
F
o
r
-
z
o
Z
5
5
宮こ
c
E口
同
}
)

あ
り
、
北
米
合
衆
図
に
於
て
は

日高

g一
氏
自
)
伺
]
同
ロ
門
同

m
H
(
吋

Z
K
F自
主

gzcε
呂
田
町
同

N
5
4

な
る
刊
行
物
金
有
し
て
ゐ
る
。

第
三
十
二
巻

五
八
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第
三
競

五

我
凶
の
大
都
市
は
凡
て
統
計
書
ぞ
毎
年
愛
表
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
此
等
巻
綜
合
し
た
る
刊
行
物
に
つ
い
て
は
遺
憾
な
が

ら
之
を
扶
い
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
往
年
地
方
行
政
皐
舎
の
手
に

よ
り
地
方
行
政
年
鑑
が
刊
行
せ
ら
れ
た
事
も
あ
つ
れ
が
、

に
し
て
中
絶
の
止
む
な
き
に
至
っ
て
ゐ
る
。
世
界
責
要
諸
閣
の

趨
勢
に
鑑
み
、
都
市
年
鐙
の
我
闘
に
無
品
d

事
を
深
く
潰
憾
と
し

一
日
も
早
く
完
成
せ
ん
事
を
待
っ
て
ゐ
だ
の
で
あ
っ
た
。
今
や

東
京
市
政
調
託
舎
の
異
常
な
る
努
力
め
結
呆
と
し
て
、
』
墨
田
知
市
じ

日
本
都
市
年
鑑
ぞ
端
医
見
す
る
を
得
に
る
は
近
来
の
快
心
事
で
あ

r;.J 。

第

日
本
都
市
年
鑑
の
特
色

日
本
部
市
年
鑑
は
、
東
京
市
政
調
有
舎
を
地
動
員
し
て
多
年

の
苦
心
を
梯
っ
た
結
果
と
し
て
生
れ
た
出
版
物
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
完
全
な
る
批
評
は
充
分
の
時
日
を
費
し
熟
議
し
た
上
で

始
め
て
出
来
る
の
で
あ
る
。
が
、
荻
仁
は
取
り
敢
へ
宇
て

気
付
い
た
駒
場
匂
列
場
し

τ見
ょ
う
。

て
日
本
都
市
年
鑑
は
、
大
鑓
に
於
て
濁
逸
都
市
統
計
年
報

量
同
に
範
を
と
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
一
冗
来
、
濁
逸
都
市
統
計
年 年

拙稿;濁逸都市の財政統計(極関論叢第三十七袋第一波)4) 



報
菩
は
毎
年
そ
の
内
容
を
野
夏
し

τゐ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近

に
於

τは
溺
逸
都
市
に
於
け
る
凡
で
の
方
面
に
わ
に
る
統
計
数

宇
治
-
毎
年
網
難
し
て
ゐ
る
。
叙
遁
冶
統
計
数
字
中
心
と
し
た
所

と
、
包
括
的
の
内
容
ぞ
有
し

τゐ
る
黙
と
に
於
て
、
日
本
都
市

年
鑑
は
最
近
の
濁
逸
都
市
統
計
年
報
者
と
共
通
の
特
色
を
有
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
或
は
以
前
の
濁
逸
の
年
報
者
の
如
く
内
容

ぞ
毎
年
務
夏
し
特
定
の
項
目
の
み
じ
っ
き
詳
細
な
る
叙
述
や
試

み
る
か
唱
叉
は
北
米
合
衆
国
の
年
報
本
間
の
如
く
地
同
金
持
入
し

都
市
の
最
近
の
溌
展
を
明
か
に
一
不
す
事
も
考
へ
ら
る
、
の
で
あ

る
。
然
し
出
版
費
と
賞
用
向
と
の
二
つ
の
方
面
よ
れ
，
考
へ
て
東

京
市
政
調
査
舎
の
採
用
し
に
方
法
が
最
も
妥
首
で
あ
ら
う
。
向

日
本
都
市
年
鑑
の
内
容
は

一
、
都
市
一
覧
、
二
、
土
地
、
一
二
、
人
口
、
四
、
市
曾
及
市

役
所
、
五
、
財
政
、
六
、
都
市
計
葺
、
七
、
道
路
及
河
川
港

湾
、
八
、
電
気
供
給
事
業
、
九
、
電
車
事
業
、
十
、
乗
合
自

動
車
事
業
、
十
一
、
瓦
斯
事
菜
、
十
二
、
市
揚
及
屠
揚
、
十

一
一
一
、
上
水
道
、
十
四
、
下
水
道
、
十
五
、
汚
物
鹿
迎
、
十
六

衛
生
、
十
七
、
教
育
、
十
八
、
枇
曾
事
業
、
十
九
、
警
察
及

日
本
都
市
年
鑑
を
讃
む

消
防
、
二
十
、
産
業

に
分
れ
て
ゐ
る
。

二
、
日
本
都
市
年
鑑
拡
大
阪
、
東
京
、
名
古
屋
、
京
都
、
一
柳

戸
、
横
居
間
の
六
大
都
市
よ
り
倉
敷
市
に
至
る
迄
の
百
九
の
都
市

ぞ
網
羅
し
て
ゐ
る
。
特
に
六
大
都
市
の
み
は
他
の
百
三
の
都
市

と
可
な
り
趣
ぞ
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
乙
を
取
り
出
し
詳
細
な

ゐ
記
惑
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
濁
逸
都
市
統
計
年
報
量
同

一回
Z
Z包
括

r
g
〕

P
E
E
S
〔一
o
E
R
F
2
M
S
h
一
忍
に
て
は
、
人
口

の
多
少
に
よ
り
全
園
都
市
を
A
類
(
人
口
一
一
十
寓
以
上
の
木
都

市
)
と
B
類
(
人
口
十
高
よ
り
二
十
高
ま
で
の
中
都
市
)
と
C
類

(
人
口
五
高
よ
り
十
高
ま
で
の
小
都
市
)
と
の
三
穏
に
分
ち
、
大

中
小
各
都
市
の
特
徴
を
分
析
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
我
国
に
て

は
六
大
都
市
が
百
一
二
都
市
と
大
に
異
っ
て
ゐ
る
か
ら
六
大
都
市

を
特
に
取
り
出
す
事
も
必
要
で
あ
ら
う
。
然
し
百
三
都
市
の
間

に
於
て
も
人
口
の
多
少
に
よ
り
種
々
の
特
色
を
窺
ふ
を
得
へ

く
、
縫
っ
て
此
等
を
一
律
に
扱
ふ
よ
り
も
共
聞
に
何
等
か
の
分

類
そ
施
し
共
特
色
令
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
と
よ
り
濁
逸

と
日
本
と
は
事
情
令
異
に
し

τゐ
る
か
ら
、
濁
逸
式
の
分
類
令

第
三
十
二
巻

第

披

:b: 
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日
本
都
市
年
鑑
を
諌
む

直
ち
に
日
本
の
都
市
の
分
類
に
及
印
刷
す
事
は
不
可
能
か
も
知
れ

な
い
が
声
何
等
か
の
分
類
方
法
や
講
歩
る
必
要
が
容
す
る
と
信

す
る
の
で
あ
る
。

二
、
都
市
の
住
民
は
、
市
民
で
あ
る
と
同
時
に
園
民
で
あ
り

府
鯨
民
で
あ
り
、
こ
の
=
一
つ
の
資
格
に
於
て
種
冷
の
義
務
ぞ
負

ひ
種
々
の
利
益
や
享
受
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
都
市
の

枇
曾
生
精
密
洩
れ
な
く
調
べ
る
矯
め
に
は
、
都
市
住
民
の
市
民

と
し
ー
の
生
前
以
外
じ
国
岡
山
と
し
て

ω生
活
と
府
間
相
民
と
し
て

の
生
活
を
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
る
に
日
本
都
市
年
鑑

は
事
b
都
市
住
民
の
市
民
と
し
て
の
生
活
の
解
剖
闘
で
あ
っ
一

て
、
都
市
住
民
の
園
民
と
し
て
の
生
活
及
び
府
膝
民
と
し
て
の

生
請
に
ほ
飴
り
踊
れ
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
、
財
政
の
項
目
は
研

究
員
小
田
忠
夫
氏
港
首
に
か
言
る
非
常
に
見
事
な
調
査
で
あ
る

が
‘
そ
の
内
容
に
は
市
税
の
負
捨
が
遺
憾
な
く
示
さ
れ
て
ゐ
る

に
拘
ら
が
都
市
住
民
が
負
搭
せ
る
国
税
及
び
府
鯨
殺
に
つ
い
て

一
向
数
字
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
東
京
市

政
調
査
舎
の
刊
行
物
で
あ
り
日
本
都
市
年
鑑
で
あ
る
以
上
、
都

市
住
民
の
市
民
と
し
て
の
生
活
に
重
心
を
置
か
れ
る
事
は
営
然

第
三
十
二
巻

第

披

五
四

五
八
八

で
あ
ら
う
。
然
し
都
市
住
民
の
園
民
と
し
て
の
生
活
及
び
府
螺

民
と
し
て
の
生
活
の
方
面
に
も
相
営
の
頁
を
費
せ
ば
、
ム
金
々
完

全
な
る
も
の
と
な
る
事
が
出
来
る
。

以
上
は
、
日
本
都
市
年
鑑
に
剥
し
抱
け
ゐ
局
外
者
の
卒
直
な

る
感
想
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
都
市
年
鑑
の
第
一
波
は
昭
和
六

午
用
と
し
て
後
表
せ
ら
れ
、
最
近
の
材
料
に
至
。
て
は
貨
に
昭

和
五
年
十
二
月
中
旬
迄
に
及
ん
で
ゐ
ゐ
。
最
新
の
事
質
ま
で
も

艇
の
日
記
ん
で
大
百
九
十
-
一
一
頁

ω大
加
を
完
成
し
得
允
事
は
、
全

く
段
修
者
に
る
理
事
池
田
宏
氏
冶
始
め
編
時
間
者
猪
閥
、
菅
原
雨

氏
、
共
他
多
数
の
研
究
員
の
努
力
の
賜
で
あ
っ
て
、
東
京
市
政

調
査
曾
の
如
き
偉
大
な
る
研
究
機
闘
に
し
て
始
め
て
出
来
得
る

仕
事
で
あ
る
。
願
は
く
は
、
昭
和
七
年
用
の
日
本
都
市
年
鑑
を

一
居
整
備
せ
し
め
て
刊
行
し
年
を
途
ふ
て
毎
々
共
の
内
容
ぞ
改

善
し
、
以
て
我
が
事
界
及
び
貸
際
界
に
役
立
て
に
い
も
の
で
あ

る


